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Abstract
　The purpose of this study was to clarify the 
actual situation of the impact of the infectious 
disease problem in Kamakura City on businesses 
and the administrations, and to clarify the 
challenges of Tourism and Community Design to 
show the direction in the future.
　A literature survey and an interview survey 
were conducted toward business operators and 
Kamakura City. The main findings obtained from 
the survey results are as followed. ① Businesses 
operators struggle with the usage of governmental 
support, such as subsidies, and management 
of their own profits by regional cooperation. 
② The government and businesses are aware 
that “promotion of decentralized tourism” can 
work under infectious disease measures and 
overtourism phenomena.
　The  ma in  cha l l enges  o f  Tour i sm and 
Community Design in the future are as followed. 
① Kamakura-city needs to work on setting and 
improving tourism etiquette as a countermeasure 
against infectious diseases. ② “Decentralized 
tourism” needs to be introduced as a measure of 
regional promotion after corona. 
　As for the future direction of Tourism and 
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１．はじめに
1.1 研究の背景








　2019 年の年間訪日外客数は、前年比 2.2％増の 3188
万 2000 人（日本政府観光局［JNTO］2020.1 推計値発
表）となり過去最高の数値となったが、その一方で、新
型コロナウイルス感染症の流行の兆しから 2020 年 2 月
の訪日外客数の前年同月比が大きく減少に転じ、3 月に


































　鎌倉市は、人口 17 万 2293 人、7 万 4933 世帯（2020
年 1 月現在）の東京から鉄道で約 1 時間の交通の利便性
が高い都市である（図 1）。自然環境と歴史・文化の魅力
と強力なブランド力により、年間の延べ入込観光客数は
2019 年 1902 万人で、近年は、2000 万人前後で推移して















Community Design based on findings and 
challenges, formulating Kamakura City’s own 
tourism standards based on crisis management 
under the initiative of the region will be an 
indicator of consensus building and sustainability 
of town development. It will also lead to both 
environmental maintenance for local residents and 
promotion of the tourism industry.
Keyword: Tourism and Community Design, 
COVID-19, New-Normal Lifestyle, 
Collaboration with Local Community, 
Kamakura City
03_嶋村・上山_vol13.indd   28 2021/02/19   11:12
新型コロナウイルス感染症問題が観光まちづくりに与えた影響と地方自治体・事業者の対応








































03_嶋村・上山_vol13.indd   29 2021/02/19   11:12
査読付き研究ノート
地域イノベーション第13 号 − 30 −



















































































































03_嶋村・上山_vol13.indd   30 2021/02/19   11:12
新型コロナウイルス感染症問題が観光まちづくりに与えた影響と地方自治体・事業者の対応






















































































度が評価されている 8 事業者（菓子製造販売業など 3 事業者は辞退）と地方自治体である鎌倉市
の関連 2 課を対象とした。業種は運輸業、旅館業、飲食業、菓子製造販売業、伝統的工芸品製造
販売業、公益財団法人のうち 5 事業者から回答があった。 
 












1 湘南モノレール株式会社 運輸業 広報責任者　　





4 かいひん荘鎌倉 宿泊業 代表取締役
5 有限会社鉢の木 飲食業 代表取締役　
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 アンケート回答結果（表 3-1、表 3-2）の選択肢と自由記述された文章を対象に分析を行った。
自動抽出した語を用いてデータ（語と語の結びつきを）を探った結果は次のとおりとなる。 
(1) 事業者と鎌倉市の両方の取組分析 
 観光（外出）自粛の対応により来訪者数の減少が概ね達成されたことが示された（図 2 No.1）。
その繋がりで、今後の観光回復には時間を要すること、地域との連携を考える必要があることも
示されている（図 2 No.2）。 
 特に、事業者及び鎌倉市とも事業の全てに影響が出ているとの認識が示された結果となってい
る（図 2 No.3）。 
 
図 2 KH Coder を利用した分析（事業者＋鎌倉市）共起ネットワーク図 
筆者加筆作成 
 
2 28.6% 2 28.6% 1 14.3% 0 0% 0 0% 5 71.4%
Ａ 1 14.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0% 0 0% 1 14.3%
Ｂ 0 0% 1 14.3% 0 0.0% 0 0% 0 0% 1 14.3%




















図 2　KH Coder を利用した分析（事業者＋鎌倉市）共起ネットワーク図
筆者加筆作成
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図 3　KH Coder を利用した分析（事業者）共起ネットワーク図
筆者加筆作成
図 4　KH Coder を利用した分析（鎌倉市）共起ネットワーク図
筆者加筆作成
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 往復の関係 因果関係 共通の関係 対立の関係 つながり
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4 月 1 日施行）や「鎌倉市海水浴場のマナー向上に関
















































































第 3 期鎌倉市観光基本計画、鎌倉市の観光事情、鎌倉市版観光 DMO 設立に向けた方向性の検討報告書（2017.3）を参考に筆者作成
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図 6 地域的な メージ図 
鎌倉市「モバイル端末の GPS 情報を利用した観光 
客の周遊分析報告書（2017.3）」を参考に筆者作成 
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4） 公益社団法人鎌倉市観光協会会報春号 Vol.12（2020）『鎌倉市観光案内所インバウンド統計 2019 年 12 月～ 2020 年 2 月期』（観光協
会ホームページ Web 版より）
 https://www.trip-kamakura.com/feature/8581.html






めて新型コロナウイルスの感染拡大につながることへの不安の声が地域自治体へ多数寄せられていた。相模湾沿岸の 6 市 5 町の首
長が共同で海岸の利用制限等に係る要望書を県知事へ提出された（2020 年 4 月 22 日）。（鎌倉市ホームページを参考とした）
 http://www.city.kamakura.kanagawa.jp/kisya/data/2020/20200422.html
6） 外出自粛に関する緊急知事メッセージ（2020 年 4 月 22 日神奈川県知事発表）（神奈川県ホームページより）
 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/bu4/covid19/200422_message.html
7） KH Coder の概要
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